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序章

明治の建築家、片 山東熊(1853年 ～1917年)ほ ど華やかな生涯 を送った建築家 はいない。

現在、我 々は、片 山東熊 の作 品 として次の様 な名建築 を見る ことがで きる。

帝国奈良博物館本館(現 在の奈良国立博物館)1894年

帝国京都博物館本館(現 在の京都国立博物館)1895年

表慶館(現 在の東京国立博物館構内の展示館)1908年

東宮御所(赤 坂離宮、現在の迎賓館)1909年
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片山東熊とその時代

こ こ十数 年 来 、 美術 館 、博 物 館 が著 名 な建 築 家一 例 えば、 安 藤 忠 雄(1941～) 、 磯 崎新

(1931～)・ 川崎 清(1932～)、 黒 川紀 章(1934～)、 丹 下健 三(1913～)、 前川 國男(1905～

1986)・ 村 野 藤 吾(1891～1984)、 吉 田五 十八(1894～1974)、 坂 倉 準 三(1901～1969)、 進

藤 繁(1942～)、 棋 文彦(1928～)、 谷 口吉 郎(1904～1979)、 渡 辺 仁(1887～1973)、 白井

晟 一(1905～1983)等 に よ り建 築設 計 され話 題 とな って きた。 そ して、 それ らの ミュ ージ

ァム で 開催 されて い る展 覧 会 よ りも、 ミュー ジ ア ム を建 築作 品 と して見 学 す る来館 者 が増

えて きて い る。 この様 な現 象 は、 実 は今 に始 まっ た事 で はな か った。 明治 の建 築 家 、 片 山

東熊 は、 一世 紀 も前 に、建 物 の魅 力 で 観客 を ミュー ジア ムに呼 ぶ事 を想 定 して い た ので あ

る。 この宮 廷建 築 家 ・片 山東熊 の生 涯 を辿 り、 そ の建 築 の生 成 の歴 史 を明 らか に しよ う と

思 う。

1.宮 廷 建築 家 ・片 山東熊 の生涯

かくすればか くなるものと知 りなが ら
(や)1)

已むに巳まれぬ大和魂

嘉永六年(1853年)6月 、極東艦隊司令長官ペ リー(Perry,1794～1858)が 浦賀沖 に軍

艦4隻 を率いて来航 し、徳 川幕府 に対 し開国通商 を要求 した年の暮 れの12月19日 、長州藩

士 ・片 山文左 とハルの四男 として、東熊は生 まれた。長男則和、二男 中行、三男亥輔の男
2)

子四人兄弟 の末 っ子 として育 ってい く。東熊の少年時代 は、激動の時代であった。蛤御門

の変(1864年)後 、反幕勢力の中心的存在 となった長州藩を倒 すべ く、幕府は様 々な策を

弄 した。 しか し、高杉晋作(1839～1867)の 奇兵隊の活躍、坂本龍馬(1835～1867)に よ

る薩長同盟 により、倒幕 を実行 した長州藩は、薩摩藩 と共 に、明治時代 に入 り、政治、軍

事、経済、文化 の各方面 にその影響力 を増 してい くのである。

片 山東熊は慶応元年(1865年)12歳 で奇兵隊に入隊 している。そ して、明治元年(1868

年)に は じまる戊辰戦争 に山県有朋(1838～1922)率 いる討幕軍に従軍 した。

あだ守 ると りでのかが りかげふけて
ヨラ

夏も身にしむ越の山風

山県有朋が北越戦争中に詠んだ歌で、苦戦 の様子が窺える名歌 となっている。山県 は和

歌 を好み、槍術 をよ くした。文武両道 の武人であ り、情に厚 い人柄 で もあった。人情 は時

には両刀 の剣 になる事がある。明治5年(1872年)陸 軍大輔、 陸軍中将 ・近衛都督 とな り、

順風満帆であ るか に見 えた山県に、或 る汚職事件の嫌疑がかけ られたのである。 山城屋事
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4)

件である。 この事件について、 『公爵山縣有朋傳』は次 の様に記 している。

山城屋和助は、長州の人。野村三千三 と稽し、初め佛門に蹄依 し、後、還俗 して奇兵隊に属 し、

戊辰の役、公の部下 として、北越方面に韓職し功あり、維新の後、野に下 りて商業を菅み、公に

頼 りて、兵部省の御用商と爲つた人物である。和助は、兵部省 より省金の借用 を請ひ、其の商店

を鑛張 し、店員を増加 して、熾に商業を経螢 し、大小の軍需品を兵部省に納めたが、兵制改革の

際とて、需要の激増に伴ひ、其の得る所の利益は巨萬に達し、彼の信用盆々高 く、前後数同に亘

りて、省金六十四萬九千飴圓を借 り入る ・ことを得たと傳へ らる。

その後、 山城屋 は生糸相場 に手 を出 し、それが暴 落 した為 、大損失 を受 け、パ リに逃れた。

しか し、返金す ることが出来ず、帰 国 し、陸軍省の応接室で割腹 したのである。 この事件

に関係 したとされた陸軍中佐、湯浅則和(東 熊の長兄)は 、裁判で武官免職、位記剥奪 の

判決を うけて引責辞職 した。この事があ って以来、山県有朋 は、則和の弟、東熊 に庇護 を
5)

与 えつづ け、後年、東熊が宮廷建築家 と称 される遠因を形成 したのであった。

戦後、 明治政府 は、近代工業の育成、国家財政の確立のため に官営の工部省 を設置 した。

そ して、明治4年(1871年)、 工部省 内に工学寮及び測量司を設置 した。明治6年 、東熊は、

この工学寮 を受験 し、入学 を果 した。

明治10年(1877年)、 西南戦争がお こり、英雄、西郷隆盛(1827～1877)が 没 したが、同
6)

年1月 東熊 は、工学寮が工部大学校 とな り、その一・期生 として造家学 を学んでい る。造家

学科教授 は、 ジ ョサ イア ・コン ドル(JosiahConder,1852～1920)で あった。武十 の心 を

持ちなが ら、建築 の技術 の道 をひたす ら精進す る明治の青年 の姿が彷彿 と浮かんで くる。

同期生 として、辰野金吾(1854～1919)、 曾禰達蔵(1853～1937)、 佐立七次郎(1857～

1922)等 がいた。彼 らは、 ひたす ら建築 に関する学問、技術 の習得 に励 んだ。

やがて、明治12年(1879年)11月 、工部大学校造家学科か ら、 日本 の建築界 の礎 を築 く
7)

こととなるコン ドルの弟子 で、 日本人建築家が巣立 っていった。12月 、片 山東熊 は、工部

省営繕課技 手 として奉職 し、以後、 日本建築界 をリ`.ド してい く事 となる。 と くに、洋風

建築の導入 ・発展の上で主導的役割 を演 じる事 となった。

8)

以後、片 山の設計又は関係 した建築 で主要 な ものを掲げてみ よう。

〈公職として計画又は関与されたもの〉

有栖川宮邸室内装飾 明治17年(1884年)

北京公使館 明治19年(1886年)

宮城室内装飾 明治20年(1887年)

栃木県庁 明治22年(1889年)
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江戸橋郵便局

行政裁判所

静岡御料局

沼津御用邸洋館

一番町官舎

芝離宮

奈良博物館

京都博物館

楠公銅像台座

塩原御用邸

霊南坂官邸

赤坂離宮

竹田官邸

帝室村野管理局

京都市皇居及二條離宮内防火設備用水道付設工事

明治天皇葬場殿

赤坂分厩庁舎

宮内省消毒所

宮内省自動車庫

宮内省主馬寮馬具置場

木戸侯勅撰碑

大久保侯勅撰碑

武庫離宮

楓山写真場

吹上覆馬場

照憲皇太后葬場殿

桃山陵

桃山東陵

京都御所春興殿

二條離宮饗宴場

宮中能楽場

建春門外朝集所

く公務の余暇計画(設 計)さ れたもの〉

日本赤十字社

明治24年(1891年)

明治24年(1891年)

明治25年(1892年)

明治26年(1893年)

明治26年(1893年)

明治26年(1893年)

明治27年(1894年)

明治28年(1895年)

明治31年(1898年)

明治40年(1907年)

明治41年(1908年)

明治41年(1908年)

明治43年(1910年)

明治44年(1911年)

大正1年(1912年)

大正1年(1912年)

大正1年(1912年)

大正1年(1912年)

大正1年(1912年)

大正2年(1913年)

大正2年(1913年)

大正2年(1913年)

大正3年(1914年)

大正3年(1914年)

大正3年(1914年)

大正3年(1914年)

大正3年(1914年)

大正4年(1915年)

大正4年(1915年)

大正4年(1915年)

大正4年(1915年)

大正4年(1915年)

明治23年(1890年)
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伏見宮邸

一條公爵邸

山懸公爵邸

土方伯爵邸

細川侯爵邸

閑院宮邸

秋田県公会堂

北白川宮殿下銅像台座

池田侯爵邸(鳥 取)

朝鮮総督府官邸

伊勢徴古館

表慶館

神奈川県庁舎

明治24年(1891年)

明治24年(1891年)

明治24年(1891年)

明治24年(1891年)

明治26年(1893年)

明治29年(1896年)

明治32年(1899年)

明治35年(1902年)

明治36年(1903年)

明治41年(1908年)

明治41年(1908年)

明治42年(1909年)

大正2年(1913年)

これ らの建築を成 し得 た片山東熊 を、世の人 は、宮廷建築家 と呼んでいるが当然の尊称

であろうと思われるのである。

片山東熊を建築の世界で一・般的に宮廷建築家 と尊称する理由は、上記業績の様 に、その

建築家 としての生涯を宮内省 内匠寮 に従事 した事、離宮 ・宮家の調度品、皇室関係の建物

に関与 していた事 などを指 してそ う呼 ばれるのであろ う。

明治19年(1886年)12月 、皇居御造営事務局 に出仕 し、宮殿装飾調査のために、 ドイッ

へ派遣 された。明治20年(1887年)12月 、宮 内省内匠寮の匠師に任ぜ られ、皇居御造営の
9)

残業掛専務 を命 じられた。 この匠師 とは、当時その技術 関係の最高の地位であった。

明治21年(1888年)10月 、東京帝国大学工科大学造家学図画授業 を委嘱 されてい る。エ
ユゆ

科大学教授には、辰野金吾が明治19年(1886年)4月 よ りすで に建築学を担当 していた。

明治31年(1898年)8月 、東宮御所御造営局の技監 に任ぜ られ、片 山東熊の代表作、東

宮御所(後 年、赤坂離宮、現在の迎賓館)の 責任者 となった。 さらに、明治37年(1904年)

4月 、内匠頭に任ぜ られ、 また、東宮御所御造営局技監 を兼任 した。 ここに於いて、名実
11)

ともに片山東熊は、宮廷建築家 として最高の地位 に上 り詰めたのである。また、大正元年

(1912年)、 明治天皇 の大喪使事務官 を命 じられ、青山御葬場 及び桃 山御陵の造営 を担 当 し

た。

お もしろきこともな き世 をお もしろ く
12)

すみなす ものは心な りけ り
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大正6年(1917年)、10月23日 、その栄光の生涯 を終 えた。正三位、勲一等旭 日大授章、

宮中顧 問官。

片山東熊が青 山斎場 に枢 を覆 う10月28日 、畏友 ・辰野金吾(建 築学会会長、工学博士)

が次の様 な弔詞 を寄せている。人は枢 を覆て、その真価が定 まる とい うが、片 山東熊の当

時の評価がいかなる ものであったか、 この弔詞 に簡潔に述べ られている。名文であ り、-
13)

部抜粋 してみる。

君は明治十二年工部大學校に於て優等 を以て其修むる所の建築學を卒へ工學士 として世に出

で ・より、今 日に至る迄三十有八年間、君が設計せる建築は頗る多 くして、住宅あり、病院あ

り、博物館あり、美術館あ り、縣廃舎あり、郵便局あり、裁判所あ り、海外公使館あ り、是皆

君が卓絶せる技禰を獲揮せるものにして、中には明治年間の代表的良建築あり、君復震災豫防

調査會委員、博覧會委員等となりて其の施設するものなきにあらざれども、是れ皆君が本領に

あらず、所謂君が本領とは時勢の要求 と君が學識技禰と君の性格 と相待って、君をして寛に他

オドソリテへ

建築技師 と経路を異にせしめたるものにして、自口ち是宮殿建築の師宗たりしことな り。君は内

匠寮技師より技監を経て、累進して建築技師の榮職内匠頭に至る、其間に君が設計監督に成 る

宮殿及び之に類する建物、之に附随する屋舎は敷ふるに暇あらず と難も、省外の人多 くは之 を

知るに由なく、唯其顯著にして人の仰望するもの四谷の高地に魏然たる東宮御所あるのみ、此

建物や君が渾身の力を傾倒 して築成せるものにして、宏牡堅牢匹傳世に牢なる東洋唯一の近代

式宮殿な り、英國に於ては其功勢正に準男爵の榮を享 くるに當るものなり、唯此建築 を以てす

るも君 を不朽に傳ふるに足る、況や爾度の御大喪に遭ひ桃山二大御陵の築造を全ふし、更に膿

古の御大典に際し儀禮的藪多の建物を新設するに於ておや

当時、第一級の建築家であ り建築学会会長である辰野金吾が、片山東熊の建築史上の功

績と人となりを率直に述べている。片山東熊がなぜ宮廷建築家 と言われるかの理由が理解

できよう。

皿.作 品

(イ)帝 国奈良博物館

明治時代、 国立の博物館が、文化財 の集中 している東京、奈良、京都 に設立 された。そ

れは、19世 紀 ヨーロッパ では じまった万国博覧会の思想 の影響 と、文化財保護の考 え方が

根底 に認め られる。19世 紀の ヨーロッパお よびアメ リカ等の先進 国は、互に自国の文化、
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片山東熊とその時代

産業等 について他国に積極 的に紹介 し、国威 を示 そ うと したのであ る。例えば、嘉永4年

(1851年)に イギ リスで開催 されたロン ドン大博覧会な どが良い例であった。イギリスは各

国に出品参加 を勧 誘 している。我が国は世界 の列強に伍 し、慶応3年(1867年)の フラン

スで開催 されたパ リ万 国博覧会 に参加 した。この時は、徳川幕府 と雄藩 ・薩摩藩が参加 し

ている。 また、明治6年(1873年)の オース トリアのウィー ン万国博覧会 には、明治政府

として正式 に初参加 した。 この明治政府の初参加 したウィー ン万 国博覧会について、『奈良
14)

国立博物館百年 の歩み』 は次 の様 に記 している。

明治六年(1873)オ ース トリアのウィーンで万国大博覧会が開催されることとなると、明治政

府は全国各地か ら特産物をはじめ書画骨董品や動植物の標本類など数多 くの資料を集め、これら
15)

の資料 を明治五年三月、二〇日間の予定で東京の湯島聖堂の博物館 に陳列 して公開すると共に、

陳列品の中から重要なものを撰定してウィーン万国博覧会に出陳した。この万国博覧会出陳品の

展示は国民 に非常な感銘を与えたので、万 国博覧会終了後、出陳品の返還 を待 って明治六年

(ユ873)三 月一日から五〇日間の会期で東京の上野山下門内で博覧会が開催された。この博覧会

には万国博覧会に出張 した係員が欧州各地で買入れて来た資料や諸国からの寄贈品、交換品など

も展示 し、さらに宮内省から貸与された明治天皇および皇后の御即位式や大嘗会の御衣服 も加え

られたので、異常な人気を呼び、会期は延期を重ねて、七月に至ってようやく閉会する程の盛況

であった。

この様 な状況のもとに、博物館 の必要性 を政府 も国民 も痛感 し、やがて、 国立の博物館

設立の計画が進め られてい った。そ して、

明治22年(1889年)5月16日 、宮内省告示 によ り、東京 に帝 国博物館、そ して帝国京都

博物館 、帝国奈良博物館 の設立が公布 された。三館統括の帝国博物館総長 は九鬼隆一が任

命 され た。
たくみのかみ たくみのりょう

明治25年(1892年)2月23日 、本館建築設計の内匠頭堤正誼、内匠寮技師工学博士片 山

東熊、帝 国博物館理事岡倉覚三が実地検分 を し、29日 か ら本館建築の工事 を開始 した。

様式 は、木骨煉瓦造平屋でモルタル外装 を施 した様式の もので、清水組 が施工 した。基

礎の石材 は伊予大 島産の花w石 、桁及 び窓縁 は相州産の沢 田石 を用 いた。 また、耐震 のた

め堅牢 を旨とするため窓を少 な くし、光 は屋上か ら採 る工夫 をしている。明治27年(1894)

12月14日 竣工、翌28年1月15日 内匠頭堤正誼、内匠頭技 師片 山東熊立会いの下 に引 き渡 し
16)

を完了 した。そ して、明治28年(1895)4月29日 、帝国奈 良博物館は開館 した。(現 在、重

要文化 財 に指定 されている。)
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(ロ)帝 国京都博物館

帝国京都博物館は、明治22年(1889年)5月16日 付 宮内省達第六号 で、正式に設置 と職
17)

員構 成が決定され、同 日付 の宮内省達 第七号で評議員、学芸委員の制度が定め られた。 さ

らに同 日付 にて帝国京都博物館制細則が制定 された。明治23年(1890年)、 宮内省 内匠寮が

博物館 の設計監督 を行 うことが決定 し、内匠寮技師 ・片 山東熊がその担 当者 となった。
18)

工事の状況について 『京都国立博物館百年史』に次の様な記録がある。

本館は建坪九百六拾余坪にて、煉瓦 と鉄又は石材 を以て成れる純然たる西洋造なり。基煉瓦は

下京区大仏東川原町の田中卯兵衛 と紀伊郡深草村木村惣三郎の両人が受負ひ、石材は静岡県川津

沢田山の青石 と伊豆大島の御影石 となり。又屋根に用ゆる石材は宮城県牡鹿郡の玄昌石版にて、

東京の玄昌石版商会其工事を受負ひて最早葺上げたり。既成工事中最も技術の巧妙なるは、本館

入口の上部なる人像の彫刻なり。此彫刻は東京美術学校に於て懸賞 して募れる絵画彫刻祖翁の像

にして、其彫刻は有名なる東京の石工山崎喜三郎なり。

19)

この記録 か ら、本館破風装飾の毘首錫摩像 と伎芸天像 の木製原型 は竹内久一・作 であ り、

それを石材 に彫刻 したのは山崎喜三郎であったことが わか る。
　の

さらに、『京都国立博物館百年史』を詳細 に読み進む と、次の様な文章が 目に入る。

帝国京都博物館の建築は工事漸 く捗 りて、昨今六歩近 くもすすみたるよし。就ては其の湿気 を

防ぎ、風気を通 し、光線の透徹 を十分にするなどの事共一覧 したきより、京都美術協会員は特に

許可を得て、昨 日同館 を拝観したるが、如何にも其の注意の至れること、流石に国宝を保存せ ら

る ・一・大宝庫たるに負かず。火災のことは勿論、震災予防の工夫も行 き届 き、厚さ三尺 と云ふ煉

瓦の厚壁に多 くの鉄杵を貫き崩解 を防ぎたるなど、眼の視 えぬ処 に力を費せること少からず。

(中略)屋 根 は銅を葺きたる上に瓦を施せ る処あ り。又石 を畳める処あ り。正面破風下の石材彫

刻は、毘首錫摩、一方は技芸天にて、英姿美容相対 して彫刻美術の巧妙なること、蓋 し西欧人 も

観て一驚を喫せんか。

展示室の照 明 と採光、防火 と耐震、そ して破風の彫刻の美観 など、博物館建築 に当時 と

しては格段 の心 くば りがなされている事が理解で きる。 この様 にして、帝 国京都博物館 は、

明治28年(1895年)10月 を以て竣工 し、明治30年(1897年)5月1日 、開館 した。建築 は、
21)

「ドリック」式(Doricorder)で 、宮 内省内匠頭 が監督 し、 内匠寮技師 ・工学博士片山東
22)

熊が担当 した。(現 在、重要文化財 に指定 されている。)

一82一



片山東熊とその時代

(ハ)表 慶館

明治33年(1900年)4月 、パ リ万 国博覧会が開催 され、入場者は4708万 人を数 えた。 こ

の年 の10月 、夏 目漱石がパ リに赴 き、万 国博覧会 を見物 している。 また、 このパ リ万国博

覧会 に洋画家 の黒田清輝は名作 『智感情』を出展 し、銀賞 を受賞 している。黒 田は文部省

よ り、美術 に関する制度 ・調査 と絵画教授法 の研 究のため、 フランスへの視察 を命 じられ

ていたのであった。一方、洋画家 の浅井忠 は、前年10月 、文部省か らこのパ リ万 国博覧会

のための臨時博覧会鑑査官 を命 じられて、この年4月 にパ リに着任 したのであった。 この

パ リ万 国博 覧会 の主催 国フランスは、美術 品の展示会場で、過去1世 紀の美術 を回顧する

展示を行 った。即ち、 ダビッド(JacquesLouisDavid,1748～1825)以 降のフランスの代
23)

表的な画家の名作 を紹介 したのであった。そ こには、 フランスが常 に文明国であ り、先進

国である とい う誇 りが感 じられる。後年、東京美術 学校校長、帝国美術 院院長に就任する

正木直彦(1862～1940)は 、 この当時は帝国奈 良博物館 の学芸員であったが、 このパ リ万
24)

国博覧会の印象 を次の様に述べている。

完全に平和な時で、世界各国が十分協力しうる時であった。それが成功の最大の原因であろう

と思う。当時はわずか15年 の後に人類最大の惨事となった世界戦争の如 きが勃発 しようとは、何

人も予想 しえなかった。今にして千九百年のパリ大博覧会 を思う時、実に平和なユー トピアであ

った。

春風駝蕩、順風満帆の季節に入った我が国は、明治33年2月11日(紀 元節)に 皇太子殿

下(大 正天皇)の 御婚約が行われ、5月10日 御成婚と定められた。東宮御慶事奉祝会 とい

う団体が設立され、その集めた資財で美術館 を建設し、奉献しようと考えられたのである。

即ち、表慶館は国民の善意により創 られたといえる。東宮御慶事奉祝会の会長は、男爵千
いえとみ25)

家尊福 、副会長は、松田秀雄 と渋沢栄一であ った。渋沢栄一(1840～1931)は 、明治大正

時代 の大実業家で、第一国立銀行、王子製紙、 日本郵船等の大会社 を設立、あ らゆる産業
26)

の指導者 であ り財界 の世話役であった人物 である。奉祝会 は下記 の事 を決めている。

一、美術館の位置を上野公園内と定めること。

二、建築設計は工学博士片山東熊氏に委託すること。

三、工事の監督は帝室博物館総長股野琢氏に委託すること。

四、本会は奉献美術館の建築竣工に至るまで存続するものとし、その事務は一切東京市役所 に

委託すること。

五、重要な事項については正副会長が協議に参与すること。
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この時点で、片 山東熊が表慶館の設計 を担 当するこ とに決 ったのである。 また、 この年

の7月1日 、帝室博物館官制が施行 され、 これ までの東京、奈良、京都 にあった帝国博物

館 は帝室博物館 と改称 された。

表慶館の基礎工事、照明 ・採光 につ いては、 『東京国立博物館百年史』に興味深い記述が
27)

あ る 。

地盤線より十二尺の深 さに掘 り下げ、精密な地質試験のもとに地盤の硬軟の調査をなし、建物

各部の重量を計算 して基礎の幅を定めた。その幅は狭い部分で十六尺広い部分は二十入尺 もあっ

て、最初に砂利を敷 きならして均一に床突 きし、セメントコンクリー トを厚 さ五尺 に打ち上げた。

この様 に対震対策を した為、大正12年(1923年)9月1日 の関東大震災で東京帝室博物

館本館が被災 したが、表慶館 は無事 であ り、翌年か ら表慶館 のみで展 覧会 を開催 している。

陳列室の採光、照明については、当時電灯が一般に普及しつつあったが、博物館陳列室の採光

を人工照明とするまでには至 らず、この場合も自然光によることとなっていた。一階は外側窓か

ら自然光を採 り入れるので問題はないが、二階の二室は先に述べたように外側に窓を設けないで、

天窓か ら自然光を採 り入れるという方法であった。(中 略)木 製の格子天井とし、厚いす りガラ

スをはめ、内部に二重の白幕を張 り光線の調節ができるよう装置 し、また無窓室であるので要所
zs)

に排気孔を設けたのである。

天窓か らの自然光の採光 は、現在の博物館 では歓迎 されないが、 当時 としては考慮 した

結果であったろうと思われ る。

この様 に して、表慶館 の建築工事は進め られ、明治34年(1901年)8月5日 着工 し、明

治41年(1908年)9月29日 竣工 した。 開館式 は、翌年(明 治42年)の5月21日 であった。

翌22日 か ら一般公開 している。 開館式 には、皇太子殿 下、妃殿下、伏見宮妃殿下、朝香宮

殿下、東久遍宮殿下 をはじめ、花房宮 内次官、渡辺内蔵頭、片山内匠頭(東 熊)、 千家東京

府知事、渋沢商業会議所会頭、尾崎東京市長 ほか、陳列 品調査委員等が参列 し、表慶館 中
29)

央 ホールにおいて行 われた。(現 在、重要文化財 に指定 されている。)

明治38年(1905年)、 東郷平入郎(1847～1934)率 いる連合艦隊 は、 日本海海戦でロシア

のバルチ ック艦隊 を潰滅 させ、 日本の 国威 を世界に しらしめた。

つと

神明はただ平素の鍛錬に力め戦はずしてすでに勝てる者に勝利の栄冠を授 くると同時に、一勝
　ラ

に満足 して治平 に安ずる者 よ りただちに これをうばふ。古人 曰 く、勝 って兜の緒 を締め よ。
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(二)東 宮御所

31)

降る雪や明治 は遠 くな りにけ り

東宮御所 は、現在、迎賓館 として、諸外国の首相、大使等が来賓 として来 日された時の

応接 に使用 されている。この建物 は、片 山東熊の代表作 であるばか りでな く、明治洋風建

築の名作 として今 日に伝 え られてい る。

明治32年(1899年)7月 起工 し、明治42年(1909年)6月 に竣工 した。地上2階 、地下
32)

1階 、建築面積4553坪 、建坪1566坪 の洋風宮殿建築である。その様式 は、17世 紀の フラ ン

スのバロ ックに想 をえている。 ルイ14世 のルーヴル宮殿や ヴェルサ イユ宮殿の如 く華麗で

あ り且つ威厳 と力強 さを表現す る宮廷建築 を基本 に した。正面の玄 関を中心 に、鳳鳳 が翼
33)

を広げた様 な右対称の外観お よび平面性 を示 している。

片 山東熊 は、アメリカに出張 し、耐震 のための鉄骨 を購入、使用 している。煉瓦や石の
34)

建築か ら鉄骨や鉄筋 コンクリー トの建築へ移行す る初期 の頃の建築 といえよう。
35)

『建築雑誌』(第155号)に 、 アメリカか ら帰朝する片 山東熊 の記事が載 っている。

(ママ)

赤坂御所御造螢建築主任たる工學博十片山 更 熊氏は過般來取調 しべの爲め米國へ出張

中なるが去る十月廿 日バ ンクーバーを出獲蹄朝の途に就かれたる由なれば近々蹄朝せ ら

るべ し

アメリカのカーネギー会社製 の鉄材 を鉄骨構造 に使用す るため、 アメリカに出張 したの

である。 また、暖房設備 もアメ リカの ウォーカー&シ ャンバー社 に設計 を委託 し、 自働温
36)

度調節装置附き温風暖房方式を採用 した。

東宮御所は、鉄骨を芯に内外壁は煉瓦を積み、外壁は表面に花歯岩を張った。この花闘
37)

岩は、茨城県真壁郡樺穂雨引西村 の花歯岩を採掘 し使用 した。 また、室 内装飾 や壁面 につ

いては、 フランス美術 に精通 している美術鑑識家、今泉雄作(1850～1931)や 洋画家、黒

田清輝(1866～1924)が 担 当 した。その他、浅井忠(1856～1907)、 岡田三郎助(1869～
38)

1939)、 荒木 寛 畝(1831～1915)が 協 力 した。建 築 と美術 ・工 芸 の総 合 美 を構 築 してい る。

39)

片山東熊 の友人、曾禰達蔵(1852～1937)は 、赤坂離宮 につ いて次の様 に述べ ている。

君ガ手二成 レル建築物ノ中ニハ許多永世不朽ノ良建築アリ就中奉C美 術館ノ如キハ最タルモノ

ナルガ君ガ特二畢生ノ精神ヲ傾注シテ設計シ監督シタルモノハ其 レ彼ノ東宮御所ナル哉此建築ヤ

君ガ前後六七回ノ海外出張ヲ以テ其學殖 ノ豊富二見聞ノ宏博ヲ加へ來 リ之ヲ君ガ圓熟セルー種猫

特ノ意匠ノ上二加味シテ以テ成ル所ノモノニシテ外観内容構造設備総テ現代科學ノ知識美術ノ精
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華 ヲ集合シタル東洋唯一ノ新式宮殿建築ナリ此一大建築アリ君ハ以テ十九世紀二十世紀間ノ大建

築家 トシテ永世芳名ヲ流スベシ

終章

片 山東熊は、 フランスの宮廷建築 を自らの建 築の範 とした。特 にルーヴルや ヴェルサ イ

ユ宮殿 のス タイル を研究 した。その成果である東宮御所(赤 坂離宮、迎賓館)は 、世界で
40>

最後 に建築 されたヨーロッパ系の宮廷建築 となった。

明治27年(1894年)、 帝 国奈良博物館が竣工す るが、この時の内閣総理大 臣は、伊藤博 文、

枢密院議長 は、山県有朋 である。 また、明治28年(1895年)、 帝国京都博物館が竣工するが、

この時 も伊藤博文 と山県有朋が総理大 臣と議長にそれぞれ就任 している。

明治41年(1908年)、 表慶館(東 京帝室博物館)は 竣工するが、この時、内閣総理大 臣は

桂太郎、枢密院議長は伊藤博文であった。 さらに、明治42年(1909年)、 東宮御所が竣工 し

たが、 この時の内閣総理大臣は、桂太郎であ り、枢密院議長は伊藤博 文であった。

これ らの史実か ら、長州藩閥の威光が、片 山東熊 を明治の宮廷建築家へ と押 し上げ、明

治政府 の輝 ける記念的建築の完成 を見 るに到 ったか と言えよう。 しか し、片山東熊の才能、

努力、使命感が無 ければ、あの様 な建築が実現 しえなかったであろう。工部大学校 時代、

イギ リスか ら来 日したコン ドル先生に学んだゴシックやクラシックの歴史的建築様式の美、

切磋琢磨 した青春時代 の学生たち一辰野金吾、曾禰達蔵、佐立七次郎、宮伝次郎等。様 々

な人 との出会いが、東熊の建築様式を生成 してい くのである。戊辰戦争の頃、会津総攻撃

前夜の、や りきれない緊張感 を後年、時折、正三位、勲一等旭 日大綬章を授与 された東熊

は思い出 しては懐か しんでいた と思われる。一人の青年の不屈 の意志の持続 と飛躍 が、 日

本建築 史に燦然 と輝 く建築 を残 した といえる。

明治 という時代 は、強烈 な個性ある政治家が登場 している。そ して、彼 らは、多 くの青

年 に人生 の途上 において大 きな影響 を与えた。 この時代、政界 ・軍部に大 きな影響力 を持
41)

った1人 の人物の詩 を挙げてこの小論の結 びとしたい。

とむら

南洲を弔ふ

な42)

亡き友 南洲氏
だい ぜ

風雲 大是を定む
い ご ざん

衣を払って 故山に去る
きょうきんあわ

胸襟淡きこと水の如し
ゆうぜん みずか

悠然として 躬 ら耕すを事 とす
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いちこう し

鳴呼 一・高士

賛 造ふ 管ら豊に虐ることを
あにごっ き みだ おも

量国紀を棄さんことを意はんや
はか せいへん あ

図らず 世変に遭ひ
そしりあま ぞくめい

甘んじて賊名の砦を受けんとは
なげう

笑ひて此の残骸を郷ち
てい し

以て数弟子に附す
き よ ひ そう

殿誉は皆皮相
よ び し

誰か能 く微 旨を察せん
ただせいれい

唯精霊の在る有 り
せんざい ち き そん

千載 知己を存せん
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図 版

〔1〕帝国奈良博物館:現 在の奈良国立博物館本館正面

〔2〕奈良国立博物館裏正面
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〔3〕奈良国立博物館本館陳列風景(第1室)

〔4〕帝国京都博物館:現 在の京都国立博物館本館正面
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〔7〕表慶館玄関

〔8〕東宮御所:赤 坂離宮:現 在の迎賓館
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艦 長 と して太 平 洋 を わ た る。 幕 府 海 軍 の建 設 に尽 力 した 。 王 政 復 古 後 、征 東 軍 と話 しあ い無 事 に江 戸

城 を開 城 させ た 。 明 治 時 代 、 海 軍 卿 参 議 。

『そ れ か らの海 舟 』半 藤 一利 著 、 筑 摩書 房 、2003.12。20

坂 本龍馬(1835～1867)幕 末 の志士 。高知城 下本 丁筋 に、郷士 坂本 長兵衛 直足 の次男 として生 まれた。1853年 、

江 戸 に行 き、北辰 一刀 流千 葉定 吉道場 に入 門、1858年 、千 葉定 吉 よ り 「北辰一 刀流長 刀兵 法 目録」 を受 けた。

1861年 、 武市半平太(1829～1865)の 「土佐 勤王 党」 に加盟 するが、1862年 、脱藩 し、勝 海舟 の門下生 とな る。

1863年 、海舟 の尽力 で、神戸 の勝塾 塾頭 となった。1864年 、海舟 との 関係で東奔 西走 し、西 郷 隆盛 、横井小 楠

らと意見 を交わ し見 聞 を広 めた。1866年 、薩 長同盟 を成立 させ た。1867年 、 「船 中八 策」 を起草 し、1868年 、新

政府 は 「船 中八策」 を基 に 「五箇条 の御 誓文」 を発表 した。 これは、 明治政府 の新 政の大 方針 となった。 『高知

県立坂 本龍馬記念館 ～坂本 龍馬年表 ～』(館 案 内)

『坂本 龍馬 歴史 の舵 を きった男』河 出書 房新社 、2003.6.30

『山岡鉄 舟』 小 島英煕著、 日本経済新 聞社、2003.6.26

42)西 郷 隆盛(1827～1877)幕 末 ・明治 初 期 の 政 治 家 。 鹿 児 島城 下 薩 摩 藩 下 級 武 士 の 家 に生 まれ る 。 南洲

は号 。1866年 、薩 長 同盟 結 成 に参 同す る。1867年 、 王 政 復 古 の 計 画 に尽 力 し、 江戸 城 攻 撃 にあ た って 、
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勝海舟と会談 し無血入城の方針をとる。

1873年 、陸軍大将、参議兼務。征韓論が入れられず、鹿児島へ帰郷。1877年2月 、西南戦争を起すが、

9月 鹿児島城山に死す。

1889年 、国賊の罪を許され、正三位追贈 される。1898年 、上野公園に高村光雲(1852～1934)作 の銅

像が建てられる。

幾たびか辛酸を歴て志始めて堅 し、
せんぜん は

丈夫は玉砕 し甑全を憧づ。

一家の遺事、人知るや否や、

児孫の為 に美田を買わず。

『西 郷 隆盛 』 池 波 正 太 郎 著 、 東 京 文 藝 社 、1982.5.15

『海 音 寺 潮 五 郎 全 集 第11巻 西 郷 隆 盛 』 海 音 寺 潮 五 郎 著 、 朝 日新 聞社 、1970.3

『西 郷 南 淵 展 』 図録 、 霊 山歴 史館 、1976。10

『大 西 郷 遺 訓 』林 房 雄 著 、新 人 物往 来 社 、1977.4.20

『西 郷 隆盛 』 高野 澄 著 、 徳 間 書 店 、1990.4.15

『国 に も金 に も嵌 ま らず ～ 西 郷 隆 盛 ・新伝 下 』 鮫 島志 芽 太 著 、p.217、 サ イ マ ル 出 版 会 、1990.9

『西 郷 隆盛 物 語 と史蹟 をた ず ね て 』 童 門 冬 二 著 、 成 美 堂 出版 株 式 会社 、1995.2,15

『西 郷 隆盛 』 安 藤 英 男 著 、 学 陽 書房 、1997.12.10

『巨 眼 の男 西 郷 隆盛(一)、(二 〉、(三)』 津 本 陽 著 、 新 潮 社 、2003、12.10、2004.1.21、2004.1.21

※本論文執筆にさいし、 ドキュメンタリス ト中島理壽氏の助言、資料紹介の協力があった。関西学院大学

図書館の 『東京国立博物館百年史』、『京都国立博物館百年史』、『奈良国立博物館百年の歩み』を根底資

料 とした。また、歴史上の人物の紹介については、坂本太郎監修 『日本史小辞典』山川出版社、1963年

を参考とした。

キ ー ワ ー ド:片 山東 熊 宮 廷 建 築家 迎 賓館

Keywords:TokumaKatayama,architectoftheImperialCourt,guesthouse
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